
 

 二宮町小中一貫教育通信 

第 号 

令和 年６月１日発行 

二宮町教育研究所 

小中一貫教育の神奈川県の動向 

成 27 2015 ９ 神奈川県 中一貫教育 在 方 最終報告 示
た そ 概要 い 紹介  

県内の義務教育をめぐる現状と課題 

 急速 社会の変化 ついて  
   県全体 歳～14歳 子 数 2040 2010 比較 約 30%減少  

   日本語指 必要 児童･生徒 数 全国 番目 多く 使用 母語 多種多様 あ  

 学力や学習意欲 ついて 
 全国学力 学習状況調査 県 均正答率 全国 同程度 あ  

   勉強 大 あ 回答 児童･生徒 学校 中学校 け 大 く低 い  

 不登校やい め ついて 
   い 不 校 暴力行 件数 学校 生 中学校 生 け 増加 い  

   自尊感情 い ･中学校 全国 均 回 い  

 地域や家庭の教育力 ついて 
   保護者自身 子育 手探 状態 行わ 得 い状況 生 い  

 学校規模の縮小 伴う、教育環境の充実 教育資源の効果的 活用 ついて 

   将来 わた 教育水準 維持 向 図 た 教育資源 効活用 検討 求  

県の小中一貫教育校の考え方 

(1) 小中一貫教育の らえ 
 中学校 同 教育目標 子 像 共 義務教育９ 間 一貫 た 

系統的 教育課程 編成 そ 基 行う教育 

(2) 神奈川県 てめ 小中一貫教育校の がた 
神奈川県 中一貫教育校 次 う 子 たち 育 こ い  

９ 間 教育活動 通 他者 尊重 思いや 力 育 い  

９ 間一貫 た系統的 教育課程 学習習慣 確立及び確 学力 育成 通
自立 た一人 人間 社会 たく く生 抜く力 育 い  

地域 様々 関わ ９ 間 教育活動 通 社会 中 自己 成長 い こ 

実感 将来的 社会 貢献 力 育 い  

９ 間 教育活動 通 個々 良 揮 こ 自己肯定感 育 い  

インクル シブ 視 教育実践 多様 仲間たち 学び合いや高 合い 通
主体的 共生社会 創 力 育 い  

(3) 小中一貫教育校を導入 た きの効果 
 急速 社会の変化 ついて 
集団 規模 確保 一定規模 集団 前提 た教育活動 保障 考え  

 学力や学習意欲 ついて 
中学校 教職員 学校 授業 行うこ 学生 専門性 根 た授業
受け こ 可能 学力や学習意欲 向 期待  

 不登校やい め ついて 
学校 児童 日常的 中学校 生徒や教職員 共 学び共 生活 こ
中学校 生活 対 不安 感 こ 少 く こ 期待  

 地域や家庭の教育力 ついて 
９ 間 中 保護者同士 関係 広 例え 中学生 保護者 学生
保護者 相談 関わ 悩 共 や解決 図 や く こ 期待  

 学校規模の縮小 伴う、教育環境の充実 教育資源の効果的 活用 ついて 
･中学校 一体的 組織 こ 校務 掌 効率的 行わ こ 教育資源
効果的 活用 期待  


